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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フェース部と、ソール部とを備えたアイアン型のゴルフクラブヘッドにおいて、
　ヘッド本体と、前記ヘッド本体に固着されるフェース部材と、を備え、
　前記フェース部材は、
　前記フェース部を形成するフェース形成部と、
　前記フェース形成部からバック側へ延設され、前記ソール部の前部を形成する前部形成
部と、を含み、
　前記ヘッド本体は、
　前記フェース部材の背面を露出させる開口部を画定する周縁部を含み、
　前記周縁部は、
　前記ソール部を形成するソール形成部を含み、
　前記ソール形成部は、前記前部形成部よりも厚肉であり、
　前記ソール形成部の前記フェース部側の端面が、
　前記前部形成部のバック側端面が固着される下部領域と、
　前記下部領域よりも上方の上部領域と、を含み、
　前記上部領域と、前記フェース部材の背面との間の隙間に弾性体が配設され、
　前記上部領域が凹部を含み、
　前記凹部に、前記ヘッド本体と材料が異なる挿入部材を挿入したゴルフクラブヘッド。
【請求項２】
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　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記弾性体が、合成樹脂材料又は天然樹脂材料からなり、
　前記ヘッド本体が金属製であり、
　前記挿入部材が前記ヘッド本体よりも制振性能が高い金属製であるゴルフクラブヘッド
。
【請求項３】
　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記挿入部材の前記フェース部側の端面と、前記上部領域の表面とに、段差があるゴル
フクラブヘッド。
【請求項４】
　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記周縁部は、
　前記ゴルフクラブヘッドのトウ側のサイド部を形成するサイド形成部を含み、
　前記サイド形成部の前記フェース部側の端面が、
　前記フェース部材の背面に固着される外側領域と、
　前記フェース部材の背面から離間した内側領域と、を含み、
　前記内側領域と前記上部領域とが連続して形成され、
　前記弾性体は、Ｌ字型をなし、かつ、前記内側領域及び前記上部領域と、前記フェース
部材の背面との間の隙間に配設されたゴルフクラブヘッド。
【請求項５】
　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記フェース部材の背面は、前記前部形成部を除いて平坦であるゴルフクラブヘッド。
【請求項６】
　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記前部形成部の前記バック側端面は、前記下部領域に当接した状態で固着されている
ゴルフクラブヘッド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アイアン型のゴルフクラブヘッドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　アイアン型のゴルフクラブヘッドの構造として、フェース部材とヘッド本体とを固着し
たゴルフクラブヘッドが知られている（特許文献１及び２）。特許文献１にはフェース部
材とヘッド本体との間に衝撃吸収体を設けたものが開示されている。また、特許文献２に
は、フェース部材の下端部を後方に折り曲げて、フェース部の下部を撓み易くしたものが
開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－３６００６号公報
【特許文献２】特開２００８－２７２２４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　フェース部の下部を撓み易くした場合、スイートスポットから外れてフェース部の下部
でゴルフボールを打撃した場合に、飛距離の低下を抑制できる。しかし、撓みが大きくな
ると打感が悪くなる。
【０００５】
　本発明の目的は、フェース部の下部を撓み易くしながら、打感を向上することにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明によれば、フェース部と、ソール部とを備えたアイアン型のゴルフクラブヘッド
において、ヘッド本体と、前記ヘッド本体に固着されるフェース部材と、を備え、前記フ
ェース部材は、前記フェース部を形成するフェース形成部と、前記フェース形成部からバ
ック側へ延設され、前記ソール部の前部を形成する前部形成部と、を含み、前記ヘッド本
体は、前記フェース部材の背面を露出させる開口部を画定する周縁部を含み、前記周縁部
は、前記ソール部を形成するソール形成部を含み、前記ソール形成部は、前記前部形成部
よりも厚肉であり、前記ソール形成部の前記フェース部側の端面が、前記前部形成部のバ
ック側端面が固着される下部領域と、前記下部領域よりも上方の上部領域と、を含み、前
記上部領域と、前記フェース部材の背面との間の隙間に弾性体が配設され、
　前記上部領域が凹部を含み、前記凹部に、前記ヘッド本体と材料が異なる挿入部材を挿
入したゴルフクラブヘッドが提供される。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、フェース部の下部を撓み易くしながら、打感を向上することができる
。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施形態に係るゴルフクラブヘッドの外観図。
【図２】（Ａ）は図１の線Ｉ－Ｉに沿う断面図、（Ｂ）及び（Ｃ）は他の構成例の説明図
。
【図３】上記ゴルフクラブヘッドの分解斜視図。
【図４】ヘッド本体の外観図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１は本発明の第１実施形態に係るアイアン型のゴルフクラブヘッド１の外観図であり
、フェース部側から見た斜視図である。本発明は、アイアン型のゴルフクラブヘッド全般
に好適である。
【００１０】
　ゴルフクラブヘッド１は、フェース部（打撃面）２と、ソール部３と、ホゼル部４と、
を備える。ホゼル部４には不図示のシャフトが装着される。フェース部２には複数本のス
コアライン２ａが形成されている。各々のスコアライン２ａはトウ－ヒール方向に延設さ
れた、互いに平行な直線状の溝である。
【００１１】
　ゴルフクラブヘッド１は、ヘッド本体１０と、ヘッド本体１０に固着されるフェース部
材２０と、を備える。図２（Ａ）は図１の線Ｉ－Ｉに沿う断面図、図３はゴルフクラブヘ
ッド１の分解斜視図、図４はヘッド本体１０の外観図であり、フェース部２側から見た図
である。
【００１２】
　フェース部材２０は、フェース形成部２１と、フェース形成部２１の下端部からバック
側へ延設された前部形成部２２と、を含む。フェース形成部２１はその正面がフェース部
２を形成する。前部形成部２２はソール部３の前部３ａ（フェース部２側の部分）を形成
する。
【００１３】
　フェース部材２０は、金属材料、例えば、チタン合金、ステンレス、マレージング鋼、
鋼合金等で形成される。フェース部材２０は、例えば、鋳造や鍛造や、板材をプレスして
成型するプレス鍛造等により形成することができる。鋳造は、複雑な形状が作り易いとい
う利点がある。
【００１４】
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　ヘッド本体１０はホゼル部４を備える。また、ヘッド本体１０はフェース部材２０の背
面（フェース形成部２１の背面２１ａ）をバック側に露出させる開口部１０ａを含む。開
口部１０ａは、周縁部１１によって画定されている。
【００１５】
　周縁部１１は、上部形成部１２、トウ側のサイド形成部１３、ソール形成部１４及びヒ
ール側のサイド形成部１５を含む。サイド形成部１３は、ゴルフクラブヘッド１のトウ側
のサイド部を形成する部分であり、フェース部２側の端面１３１を含む。端面１３１は、
ソール部３側において、外側領域１３１ａと、内側領域１３１ｂとに分かれている。内側
領域１３１ｂは外側領域１３１ａよりもバック側に凹んでいる。
【００１６】
　ソール形成部１４は、前部３ａを除いてソール部３を形成する部分であり、フェース部
２側の端面１４１を含む。端面１４１は、仮想的に下部領域１４１ａと、下部領域１４１
ａよりも上方の上部領域１４１ｂとに２分される。上部領域１４１ｂと内側領域１３１ｂ
とは互いに連続して形成されている。上部領域１４１ｂには凹部１４２が形成されている
。凹部１４２はヒール側からトウ側に延設され、トウ側においてはやや上方へ曲折して内
側領域１３１ｂまで延びている。
【００１７】
　ソール形成部１４には、また、重心位置調整用の錘部材１６が固着されている。錘部材
１６はソール形成部１４に設けた凹部に固着されている。錘部材１６は、例えば、ヘッド
本体１０とは異なる金属材料から形成される。
【００１８】
　フェース部材２０は、そのフェース形成部２１の背面２１ａが上部形成部１２のフェー
ス部２側の端面及び外側領域１３１ａに固着され、その前部形成部２２のバック側の端面
２２ａが下側領域１４１ａに固着される。ヘッド本体１０とフェース部材２０との固着は
、例えば、溶接により行う。内側領域１３１ｂ、上部領域１４１ｂはフェース形成部２１
の背面２１ａから離間する。
【００１９】
　図２（Ａ）に示すようにソール形成部１４は、前部形成部２２よりも厚肉となっている
。ソール形成部１４を相対的に厚肉とすることで、ゴルフクラブヘッドの剛性向上や低重
心化を図れる。また、前部形成部２２を含むフェース部材２全体を相対的に薄肉とするこ
とで、打撃時にフェース形成部２１を撓み易くすることができる。
【００２０】
　本実施形態の場合、前部形成部２２を設けたことで、ソール形成部１４の端面１４１と
、フェース形成部２１との間に隙間を形成している。これによって、フェース形成部２１
の下部を撓み易くしている。この結果、フェース部２の下部でゴルフボールを打撃した場
合に、飛距離の低下を抑制できる。
【００２１】
　ソール形成部１４の端面１４１と、フェース形成部２１との間の隙間、より具体的には
、上部領域１４１ｂと、フェース形成部２１の背面２１ａとの間の隙間に弾性体３０が充
填され、上部領域１４１ｂ及び背面２１ａに密着している。弾性体３０は例えば接着剤に
よって、この隙間に固定される。
【００２２】
　弾性体３０は、例えば、合成樹脂材料や天然樹脂材料（例えば天然ゴム）からなる。弾
性体３０は、粘弾性体が好ましく、例えば、ＮＢＲ（アクリロニトリルブタジエンゴム）
である。また、弾性体３０を、このような樹脂材料に金属粉を混入することで形成し、重
心位置の調整を行うようにしてもよい。本実施形態の場合、上記の通り、フェース形成部
２１の下部を撓み易くしているが、撓みが大きくなると打感が悪くなる場合がある。しか
し、この弾性体３０により振動が減衰され易くなる。こうして本実施形態では、フェース
部２の下部を撓み易くしながら、打感を向上することができる。
【００２３】
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　本実施形態の場合、弾性体３０はＬ字型をなしており、内側領域１３１ｂとフェース形
成部２１の背面２１ａとの隙間にも延在している。このため、フェース部２のスイートス
ポットから外れて、トウ側でゴルフボールを打撃した場合にも打感が悪くなることを防止
できる。
【００２４】
　凹部１４２には、ヘッド本体１０と材料が異なる挿入部材４０が挿入されている。挿入
部材４０の材料は、目的に応じて適宜選択できる。重心位置の調整を目的とする場合は、
ヘッド本体１０と比重が異なる材料とすることができ、特に、低重心化を目的とする場合
はヘッド本体１０よりも比重が重い、金属材料とすることができる。
【００２５】
　打感の向上を目的とする場合は、ヘッド本体１０よりも制振性能が高い金属材料とする
ことができる。挿入部材４０をヘッド本体１０よりも制振性能が高い金属製とすることで
、弾性体３０と挿入部材４０とにより打感の向上を図れる。
【００２６】
　この場合、挿入部材４０は制振合金とすることが好ましい。制振合金としては、例えば
、片状黒鉛鋳鉄、マグネシウム合金、サイレンタロイ（Fe-Cr-Al）、Ｎｉ－Ｔｉ合金、Ｍ
ｎ－Ｃｕ合金が挙げられる。挿入部材４０を制振合金とし、弾性体３０を樹脂材料とした
場合、制振合金により相対的に高周波数の振動が、また、樹脂材料により相対的に低周波
数の振動が、それぞれ抑制され、振動抑制領域を広範囲にすることができる。また、挿入
部材４０を制振合金とすることで、ソール部３の剛性を確保することができ、また、ゴル
フクラブヘッド１の低重心化も図れる。
【００２７】
　本実施形態の場合、上記の通り、凹部１４２はトウ側においてはやや上方へ曲折して内
側領域１３１ｂまで延びている。そして、挿入部材４０もトウ側においてはやや上方へ曲
折して内側領域１３１ｂまで延びている。したがって、挿入部材４０を制振合金とした場
合、フェース部２のスイートスポットから外れて、トウ側でゴルフボールを打撃した場合
に打感が悪くなることを更に防止できる。
【００２８】
　なお、図２（Ｂ）及び（Ｃ）に示すように、挿入部材４０のフェース部側の端面４０ａ
と、上部領域１４１ｂの表面とには、段差Ｄがあることが好ましい。つまり、凹部１４２
の深さと、挿入部材４０の厚さとに差を設けることが好ましい。このようにすると、挿入
部材４０が上部領域１４１ｂから突出するか（図２（Ｂ)）、凹むことになる（図２（Ｃ)
)。図２（Ｂ)の構成の場合は、挿入部材４０の先端が弾性体３０に食い込み、図２（Ｃ)
の構成の場合は、弾性体３０が凹部１４２に食い込む。いずれも、弾性体３０の脱落防止
に役立つことになる。
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